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様式第 1号 

会 議 録 

 

会 議 の 名 称 令和４年度第３回所沢市産業振興ビジョン推進会議 

開 催 日 時 令和４年１１月１４日（月） １０：００～１２：００ 

開 催 場 所 所沢市役所 ８階大会議室 

出 席 者 の 氏 名 

（会議に参加した委員） 

河藤 佳彦、三上 誠、清水 豊、飯塚 清隆、大谷 聡、 

新井 祥穂、佐藤 隆洋 

欠 席 者 の 氏 名 佐藤 護、朝倉 はるみ、新井 重雄、大木 敬治 

説明者の職・氏名 なし 

議  題 

（１）所沢市産業振興ビジョン《後期アクションプラン》の素案

について 

（２）所沢市地域経済動向調査（令和４年度）について 

（３）その他 

会 議 資 料 

資料３－１：所沢市産業振興ビジョン《後期アクションプラン》

素々案に対する意見整理票 

資料３－２：所沢市産業振興ビジョン《後期アクションプラン》

素案  

資料３－３：所沢市地域経済動向調査（令和４年度）設問（案） 

資料３－４：所沢市地域経済動向調査（令和４年度）設問（案）

に対する意見提出フォーム 

担 当 部 課 名 

産業経済部  部長  鈴木  明彦  

産業経済部  次長  青木  一圭  

産業経済部  産業振興課  課長  森田  茂明  

主査  安齊  克徳  

主査  前川  浩二  

主査  向井  達哉  

主任  森田  康隆  

主事  利根川  尊哉  

産業経済部  商業観光課  課長  築地  将司  

            副主幹  堤  健太郎  

産業経済部  農業振興課  課長  大舘  寿貴  

オブザーバー 関東経済産業局 地域経済部 地域振興課 

 係長 室岡 辰哉 

（株式会社ぶぎん地域経済研究所 藤坂 浩司、加藤 達朗）  

（株式会社地域計画建築研究所  貴船  律子）  

 

事務局 産業経済部 産業振興課 電話 04-2998-9157 
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様式第２号 

 

発言者 審議の内容（審議経過・決定事項等） 

事務局 

 

会長 

 

事務局 

 

会長 

 

事務局 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

事務局 

 

 

会長 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

開会 

 

あいさつ 

 

配付資料の確認 

 

それでは、議事を進める。本日、傍聴希望者はいるか。 

 

 いない。 

 

 

議事（１）所沢市産業振興ビジョン《後期アクションプラン》の素

案について 

 

議事（１）所沢市産業振興ビジョン《後期アクションプラン》

の素案について、事務局より説明いただきたい。 

 

資料３－１及び資料３－２に基づき、「所沢市産業振興ビジョン

《後期アクションプラン》の素案について」を説明 

 

委員より質疑や意見を求めたい。 

 

 資料３－２所沢市産業振興ビジョン《後期アクションプラン》素

案の８ページ、農家数の推移及び総農家数の増減率に関するグラ

フのレイアウトは修正が必要ではないか。 

また、農家数よりも農地面積の減少を示した方が前向きなデー

タになるのではないか。追記を検討いただきたい。第１種兼業農

家の割合が高いことは、農業に対する市の積極的姿勢を表してい

る。 

 

 グラフのレイアウトについて、修正する。 

農地面積については、整理して対応できる部分は加筆修正を検

討する。 

 

目標指標の数字が入って分かりやすくなった。 

指標の単位が項目によって違うので、統一したほうが良い。素案

の３９ページ、基本方針１「発展的なイノベーションの創出」の指

標が総生産額であるのに対して、４１ページ、企業誘致活動推進事

業【重点推進事業１】の指標が件数になっている。基本方針の指標

に沿って、重点推進事業の目標指標も同様に「金額」で設定したほ

うが良いのではないか。４５～４６ページの指標についても同様で

ある。事業効果を「額」で評価し、その総合的評価が目標指標の評
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会長 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

価につながる方が良いと思う。 

４２ページ、 新規創業等支援事業【重点推進事業２】のようにす

ぐに効果が出ないものは、３年や５年で区切った目標指標がある方

が分かりやすい。 

４４ページ、基本方針２「既存産業の活性化と新たな展開」の

指標は、製造品出荷額等に限らず、そのうち輸出が占める額や今

後の見込額が分かると有効である。 

４７ページ、主要施策２－２－２産業動向の把握と的確な支援

情報の提供について、プッシュ型のアプローチは有効である。ビ

ジネスマッチングの推進を支援機関と連携してプッシュ型で支援

していくと良いと思う。企業の中に入っていくことによって、そ

の企業の根本的な課題まで見えてくる。市も実際に企業訪問を行

っていると思うので、所沢市産業振興ビジョンに明記してはいかが

か。 

所沢市は小規模事業者が多くを占めるというデータがあるが、地

域産業の活性化においては事業者数や店舗数が目標指標にあって

も良いのではないか。 

５１ページ、基本方針３「観光を軸とした新たな魅力とにぎわい

の創出」の指標を人数にしているのは良いと思う。５３ページ、「ま

ち」×「みどり」のおさんぽコース道標等整備事業【重点推進事業

８】の目標指標は、「新たな道標設置済みコース数」ではなく、基

本方針に沿って「人数」とし、事業によってどのくらいの観光客数

の増加が見込めるのかを測定すればよいのではないか。５６ペー

ジ、 広域連携による観光振興事業【重点推進事業９】も同様である。 

５７ページ、所沢ブランド特産品推進事業【重点推進事業１０】

の目標指標は、ＰＲ回数に加えて出荷額を入れると分かりやすい。 

 ６３ページ、基本方針４「次代の地域産業を担う人づくりとつな

がりづくり」の指標を市内事業所従業者数にしているのは明確で良

い。６４ページ以降の重点推進事業に対する目標指数も明確であ

る。６６ページ、就労チャレンジ支援事業【重点推進事業１５】の

目標指標は、マッチング数を加えてはどうか。 

記載するかは別として、モニターし続ける意味で目標指標を明確

に設定しておいた方がよいと考える。 

 

主に目標指標の設定に関する意見かと思う。事務局の見解はどう

か。 

 

市で把握している数値や国・県の統計資料を進捗管理に使用する

ことを前提として、各目標指標を設定した。 

適切な目標指標を設定することについては事務局でも検討を重

ねてきた。４１ページ、企業誘致活動推進事業では、奨励金等の交

付件数を目標指標としたが、計画における評価指標である総生産額

は個々の企業に対して生産額を把握することは困難であるため、件

数を目標指標としたものである。ご意見頂いたもので反映できるも

のは反映し、現在設定している目標指標に代わるものがあれば適切
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委員 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

 

各委員 

 

会長 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

に対応させていただく。 

 

誘致企業の生産額が分からないのはその通りである。最終的ゴー

ルが生産額ならば、定期的にモニタリングしていくことが必要であ

る。そのためには、目標指標を額とする考え方もあるかと思う。 

 

目標指標について、事務局で吟味してきた。新たな目標指標の設

定は難しいことは理解する。事務局は委員の意見の主旨をくみ取っ

ていただければと思う。目標指標そのものを変更しなくても、記述

で考え方を記載するなど、工夫できる。 

 

資料３－２所沢市産業振興ビジョン《後期アクションプラン》素

案の５１ページ、基本方針３「観光を軸とした新たな魅力とにぎわ

いの創出」の指標において、観光入込客数を毎年度３０万人の増加

を目指すとしているのは「令和２年埼玉県観光入込客統計調査」か

ら引用している。令和３年の数字がまもなく公表される予定なの

で、差し替えをする。 

 

ここで、今後の所沢市産業振興ビジョンの改定手続きについて確

認をしたい。「所沢市産業振興ビジョン《後期アクションプラン》」

は、今回の会議や１２月に実施予定のパブリックコメント等で出た

意見を整理・反映させ、年度内に完成させていく。完成前に会議を

開催することは時間の制約もあり難しいと思われる。最終案の確認

については会長・副会長に一任していただきたいと思うが、いかが

か。 

 

異議なし 

 

それでは上記の通り進めていくこととする。ほかに議事（１）に

対する意見はあるか。 

 

今後、所沢市産業振興ビジョンをベースに単年度の支援策を検討

されていくことになると理解している。デジタル、ＤＸ、省エネ化、

省力化の具体的支援策について、引き続き商工会議所と一緒に企業

訪問をして、取組み状況を収集することが重要である。どのように

ＤＸ等を進めるのか分からない企業は潜在的に多い。情報収集後、

必要に応じて専門家派遣をすることになると思うが、（公財）埼玉

県産業振興公社、ＴＡＭＡ協会、関東経済産業局から専門家を紹介

でき、数回の派遣については無料の支援制度もある。 

また、将来的に一定額を負担してコンサルタントを活用したいと

いう事業者も出てくるかと思われる。素案そのものに対する意見で

はなく、ビジョンの実現に向けた一つのアイディアになるが、地域

資源活用ものづくり総合支援補助事業の補助対象として、専門家相

談の費用も加えてみてはどうか。また、その先の設備導入に対して

も補助を行うことも有効であると考える。今回改定される内容の実
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会長 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

会長 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現のため、単年度事業に盛り込むことを検討していただきたい。 

 

所沢市産業振興ビジョンに記載しておけば事業化しやすくなる

といった意見である。ＤＸは大きなキーワードであり、経営革新や

マネジメント、市場開拓等にもつながるものである。行政として後

押しすることが大事である。 

 委員からの情報提供として、令和３年度補正予算事業承継・引継

ぎ補助金の説明をお願いしたい。 

 

令和３年度補正予算事業承継・引継ぎ補助金について説明 

 

後期アクションプランに入れ込めるものは前向きに検討いただ

きたい。 

 

令和３年度補正予算事業承継・引継ぎ補助金について、国や県、

商工会議所等の支援機関をどのように利用するかが重要である。国

や県、金融機関であればどういう部署と連携するのか、整理がまだ

不十分だと感じる。市ができることには限りがある。外部との関係

を整理してみてはどうか。 

また、中小企業がＤＸの必要性を見いだすところまで至っていな

いことが、ＤＸが進まない理由と考える。ＤＸの効果を分かっても

らうことが重要である。 

資料３－１所沢市産業振興ビジョン《後期アクションプラン》

素々案に対する意見整理票の意見Ｎｏ．１について補足したい。観

光の議論はインバウンドを中心に展開してきたが、新型コロナウイ

ルス感染症拡大後は長期でホテルに宿泊し、楽しみながら仕事をす

るデジタルノマドが増えてきた。所沢は自然、文化、サクラタウン

等があり、市内にある天体望遠鏡の国内最大メーカーでは、星に関

する様々なイベントを行っている。所沢市には多様な魅力がそろっ

ているので、長期で滞在することが多いデジタルノマドに対して

は、これらの魅力をセットにしてＰＲする方が良いのではないか。 

 

所沢市の個性や良いところをどのように伝えていくかを踏まえ

て進めていくことが重要である。 

 

所沢市産業振興ビジョンを市民に理解してもらうことが重要で

ある。市民は自分の関心があることから見るだろう。 

資料３－２所沢市産業振興ビジョン《後期アクションプラン》素

案の５９～６０ページ、地産地消推進事業【重点推進事業１１】の

目標指標について、現状地６２％から下がっている数値を設定する

のは印象が良くない。例えば学校給食への導入率など、現在より上

向きになるような指標の方がイメージは良くなるのではないか。 

事業承継について、県の取組としては出先機関が中心となって、

管内の商工団体と地域連携会議を２か月ごとに実施している。その

中で事業承継支援センターや政策金融公庫と連携を図っているの
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事務局 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

事務局 

 

 

委員 

 

事務局 

 

委員 

 

事務局 

 

委員 

 

事務局 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

で、ご理解いただきたい。 

 

目標指標のあり方について検討したい。 

 

目標指標が現状値よりも下がっているのは、堅実に検討された結

果だと思うが、ビジョンでは夢を持つことも重要である。 

また、所沢市産業振興ビジョンやアクションプランを市民にどの

ように伝えていくかは非常に重要である。 

事業承継は県も力を入れている。連携について具体的に示すとよ

いと思う。 

 

今後の進め方について再度確認する。委員やパブリックコメント

等の意見をどのように反映するのかは事務局で整理し、最終の確認

は会長・副会長に一任する。結果は別途委員に報告する。 

 

 

議事（２）所沢市地域経済動向調査（令和４年度）について 

 

議事（２）所沢市地域経済動向調査（令和４年度）について、

事務局より説明いただきたい。 

 

資料３－３及び資料３－４に基づき、所沢市地域経済動向調査

（令和４年度）について説明 

 

農業の回答率が６３．３％ということか。 

 

そのとおりである。  

 

２７．８％とはなにか。 

 

その他の業種の回答率である。 

 

回答率２７．８％で調査の効果はあるのか。 

 

一般的なアンケート調査の回答率の目安は３割である。昨年度の

調査に関してもおおよそ確保できているので、有効と考える。 

 

自社のケースを例に出すと、１か月で平均２０件程のアンケート

調査票が送られてくる。自分の時間を割いて答えようという設問に

なっていないというのが、事業者側としての意見である。 

また、資料３－２所沢市産業振興ビジョン《後期アクションプラ

ン》素案のデータの中でも、比較する対象が古く、直近のものがな

いものがある。経済状況が月初と月末で全く違うほど動いており、

その動きを捉えることは難しいと思うが、生のデータを捉えた方が

良いと思う。 
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会長 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

データを取るだけではなく、何のために必要かという熱意を回答

者に伝えて、回答率を上げる工夫が必要だと考える。 

 

重要な意見である。私自身がアンケート調査をする際は、主旨状

を作成し、「こういう課題意識をもっているため協力をお願いした

い」と回答者に伝える。また、こういう施策を考えているがどう考

えるかという問いかけをする。できるだけ設問数を少なくし、本当

に書いてほしいことは自由記述にして工夫している。 

 

設問数が多い印象である。どこを削るか判断が必要である。何に

使うかアピールした方がよい。紙媒体だけではなく、グーグルフォ

ームのようにＷＥＢを利用した回答ができれば、回答者の負担感が

軽減されるのではないか。また、回答者に対して何を聞かれるのか

ということへの安心感を与える設計にしてはどうか。 

 

送り状の内容を吟味し、質問内容や回答の仕方を分かりやすく表

現し、回答率の向上に向けて工夫をお願いしたい。 

 

 

議事（３）その他 

 

議事（３）その他 について、各委員から何か情報提供や、こ

の場で伝えておきたい事項等があればお願いしたい。 

 

本日ご議論いただいた所沢市産業振興ビジョン《後期アクショ

ンプラン》の素案については、庁内の調整を経て１２月より約１

か月間、市民の皆様等より、広く意見を募集するパブリックコメ

ントを実施する。 

また、次回の第４回推進会議は日時・場所を調整中である。確

定したら別途、事務局より案内する。内容は、パブリックコメン

トの結果及び今年度の先導プロジェクトの進捗状況を報告する予

定である。 

 

 

閉会 

 

以上 

 


